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◆ 海外派兵恒久法を阻止しよう！

憲法共同センター学習講演会に200人
　憲法改悪反対共同センターと東京共同センターは27日夜、東京都内で、海外派兵恒久法学習講演会を開き、中央諸団体と東京を中心に首都圏各県から約200人が参加しました。
　海外派兵恒久法は、自衛隊の海外派兵をいつでも可能にし、武器使用の緩和を通じて、海外での武力行使に道を開く法律であり立法措置によって憲法9条を実質的に改憲するものです。
講演した渡辺治さん（一橋大学大学院教授）は、海外派兵恒久法制定をめぐる情勢を紹介し、福田内閣と与党は、新テロ特別措置法が来年1月に期限切れを迎える前に、「海外派兵恒久法案」を今国会に提出し、秋の臨時国会での制定を狙っている緊迫した情勢を報告しました。
　渡辺さんは、福田政権の改憲戦略について、アメリカの強力な圧力のもとで恒久法制定による解釈改憲先行戦略改憲と、明文改憲にむけて民主党抱き込み戦略をとっていることを解明し、これらの戦略が安倍政権の挫折への「反省」の上に大連立策動と結びついて進められていることに注意を喚起しました。

また、海外派兵恒久法の阻止の展望について、憲法改悪反対の世論の広がりに確信をもつとともに、福田内閣に「改憲どころではない情勢をつくる」ことが大事だとして、ガソリン税や後期高齢者医療制度撤回のとりくみに全力を挙げることの意義を強調。改憲阻止にむけた「九条の会」と「共同センター」の役割発揮への期待を表明するとともに国民過半数を獲得する運動を広げるために良心的保守との共同をよびかけ、改憲阻止運動のバージョンアップを提起しました。(詳細はHPにアップ予定)

■「当面の取り組み」を全体で確認
渡辺講演の後、「当面する取り組み」として以下の内容の提起がされ、全体で確認しました。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------
改憲をかかげた安倍政権自民党の参議院選挙での大敗と政権投げだしで、改憲派は打撃を受けましたが、「新しい憲法の制定に断固として取り組む」との自民党大会決定や自民・公明・民主等を結集する新憲法制定議員同盟の動き、究極の解釈改憲である海外派兵恒久法制定の画策などの動きを強めています。

改憲派の巻き返しを許さず、改憲阻止の展望を切り開くために、憲法闘争を一段と強め有権者過半数世論の結集・署名の推進が求められています。

○ 改憲反対の世論の一層の喚起をめざし、当面の目標や有権者過半数署名目標を設定し推進を図りましょう。

○ 憲法を守るたたかいと結合して海外派兵恒久法とのたたかいを進めましょう。当面、学習と宣伝を強めましょう。

○ 共同センター第3次リーフ「憲法変えられたらどうなる？」も積極的に活用し、「9の日」宣伝実施箇所の拡大、集中した一斉宣伝など創意工夫して広げましょう。

○ 憲法闘争の推進力＝共同センターの地域での確立を重視して進めましょう。

各地の5月3日を中心とした憲法集会や9条世界会議の成功をめざしましょう。

○ 6月21日（土）予定の憲法改悪反対共同センター第7回全国交流集会に積極的に参加し、交流を広げましょう。
◆ 北海道　100万筆突破を弾みに有権者過半数
北海道憲法改悪反対共同センターは、3月11日、当面の目標としてきた100万筆署名を突破し、17日には記者会見をおこない、翌18日には「道民署名100万筆達成」「道民有権者過半数の232万筆達成めざし、これからもがんばります」の横断幕を掲げ、札幌大通4丁目でリレートークしました。

　同共同センターは、記者会見で発表した声明文を各団体に送付し、会議で声明文を読み合わせ、各団体地域が掲げている目標の早期達成にむけ、「期日と行動計画」を具体化するなどの意思統一をはかっています。また、目に見える宣伝・対話の資材にとノボリを作成し大量活用と、新憲法リーフを使っての宣伝・署名を呼びかけています。

　札幌南区では5月中に15000筆をやりあげようと「憲法署名を広げるための経験交流会」を計画、「砂川9条の会」からは「市民と対話し、改憲反対の合意を広げることが大事」と署名用紙の注文がありました。

◆ 大阪　4月の「9の日」宣伝は全駅めざす

大阪憲法会議・共同センターの集計では、３月の｢９の日｣宣伝が約８０ヶ所でおこなわれました。４月の署名・宣伝行動は全駅宣伝を成功させたいと、各団体の単組、支部、班、分会も宣伝署名を具体化し、全駅宣伝の達成にむけたイニシアティブを発揮するよう呼びかけています。

大阪憲法会議・共同センターは、新たな改憲策動の強まりに対し、憲法改悪阻止の本格的運動推進の意志統一の場として、３月２７日に代表者会議を開き、4月からは「憲法市民講座」を４回連続で開催します。
▼第１回　４月１９日（土）講師／足立英郎（大阪電通大学教授）

　　　　　　　　　　　　　＆宮本たけし日本共産党府副委員長

テーマ　目からウロコの「日本の憲法ってこんなにすばらしい」

「立憲主義と憲法…憲法のめざす理想と力」

▼第２回　５月２４日（土）講師／中田進（勤労者教育協会講師）＆弁護士予定

　テーマ　まわりをみればこんなにゾッとする怖さが日常のなかに

「改憲実態の現状と九条…戦争国家への抗い」

▼第３回　６月２１日（土）講師／大口耕吉郎（全大阪生活と健康を守る会事務局長）、＆弁護士予定

テーマ　医療・福祉・教育守れ、憲法をくらしに生かそう

「格差・貧困と憲法２５条の価値…尊厳をもって生きる」

▼第４回　７月２６（土）講師／伊勢崎賢治（東京外国語大学教授）　

テーマ　いまそこにある憲法の平和主義が地球を救うのです
「平和への努力と日本国憲法…世界へ九条の発信を」

◆ 島根　春の彼岸市で憲法署名200筆

　大田地区労連は、3月20日（木）10時～15時、春の彼岸市で恒例の署名広場を設置しました。前日の雨が上がりで寒さの残る日和でしだが、延べ17人の参加で行動しました。互い違いに声を張り上げ、口々に署名を訴えました。
　「ここは、署名広場となっています」「日本を再び戦争する国にしないための署名を行っています」「戦争反対の署名です」「意見表明権を署名に託しましょう」などと道行く人にビラを配布しながら呼びかけました。
賑やかな呼びかけにこたえて署名する人、説得に応じて寄ってくれる人、顔見知りで寄ってくれる人、教え子で友達を連れて寄ってくれる人などで二つの長机は人だかりとなりました。
　後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める署名（186筆）、アスベストじん肺根絶署名（105筆）、医師・看護師確保を求める国・県宛ての署名（1500筆）なども同時に行いました。食べ物の店が多い中、異色の署名広場は今年も元気に行いました。(大田地区労連事務局長・福田隆昌)
◆ 愛知　建交労 ピースチャレンジャー23人

建交労愛知県本部の組合員3人は、2月10日名古屋・金山駅南口での憲法宣伝・署名行動に取り組み1時間でなんと43筆も寄せられました。「憲法を変えようという動きがありますが……」と話しかけると、｢それは絶対に嫌です｣と言って、携帯電話で名前を確認しながら家族の名前を書いてくれた人もいました。｢署名用紙を2枚ください。コピーしてもいいですか｣と聞かれ、10枚の署名用紙を渡しました。その男性から、3月19日、40筆の署名が送られてきました。早速、新たな署名用紙に、お礼の手紙を添えて、今後ともの協力をお願いしました。
憲法宣伝は、回を重ねる毎に｢改悪には反対！｣｢戦争は絶対に嫌！｣の声が高まっていることを実感します。最近、CBCテレビでシリーズ｢激動の昭和大空襲｣、映画では｢母べぇ｣｢ドレスデン・運命の日｣なども放映され戦争に対する関心も深まってきています。
憲法署名は、3月21日現在2，851筆に達し、ピ－スチャレンジャーは23人。その内、学童保育の仲間が12名を占めています。 (建交労・石村さん)

◆ 東京法律事務所 ９条の会　四ッ谷駅で宣伝

東京法律事務所９条の会で毎月９日（９日が祝祭日の場合は１９日または２９日）
の昼休みに最寄り駅である四ッ谷駅頭で宣伝をしています。
3月１９日、弁護士４人、事務員１２人でティッシュ（憲法９条の条文が印刷されたもの）を配りながら、スピーカーで米兵による横暴の批判と平和の大切さを訴えました。東京法律事務所では憲法９条を守る署名を１００００筆（６月までに３０００筆）集めることに挑戦することにしており、その署名にも取り組みました。ティッシュは約４５０個配り、署名は３筆集まりました。署名をしてくれた方の中には「カンパはしなくてもよろしいですか」と聞いてくれた方もいました。
　短信･ホットライン　　
■ 憲法リーフ(第3弾)の大量活用を！

＊憲法改悪反対共同センターが作成した「憲法リーフ」が大好評です。

＊頒価は1部3円(送料別)。1000部、2000部単位で申し込んでください。

＊申し込みに当たっては、送付先住所、郵便番号、電話番号、担当者、必要部数を記入し、ＦＡＸで申し込んでください。ＦＡＸ(０３－５８４２－５６２０)
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